
３年 整数のわり算 ２位数÷１位数＝２位数（９６÷３タイプ）

【ねらい】 ２位数÷１位数の計算の仕方を，既習の除法計算や単位の考えを基に表現すること
ができる。

課 ９６冊の本を，３人で同じ ９０÷３の計算の仕方は勉強しましたね。
ずつ分けて運びます。１人分

題 何冊になりますか。
わられる数の１の位が０でない二桁のわ

式 ９６÷３ り算の計算をするときは，どのように考
えればよいのだろうか。

既
の習
想事
起項

自 ①私は，お金で考える 指導上の留意点
と分かりやすいので

力 模擬貨幣を操作し
て，同じ数ずつに分

解 けて考えました。 ②１０冊のまとまりとばら
をノートに描いて考えま

決 一人分 ⑩⑩⑩①① した。
一人分 ⑩⑩⑩①①
一人分 ⑩⑩⑩①① ■＝１０冊のまとまり

□＝ばらの１冊
答え ３２冊

■ □
■ ３０冊 □ ２冊
■

■ □
■ ３０冊 □ ２冊

③９６を９０と６に分 ■
けてそれぞれをわっ
てえました。 ■ □

■ ３０冊 □ ２冊
９６ ■

９０ ６ 答え ３２冊

①９０÷３＝３０
② ６÷３＝ ２
③３０＋２＝３２

答え ３２冊

１ 自分の考えを説明する。

○模擬貨幣を操作して，同じ数ずつに分けて考
集 える方法

団 ・私はお金を使って考えると分かります。そこ
① で，９６円を３人で等しく分ける場面で考え

思 ました。
・模擬貨幣の１０円玉を一枚ずつ分けていくと

考 １人分が３０円になります。
・１円玉を一枚ずつ分けていくと１人分が２円に

なります。１人分の３０円と２円を足すと３２
円になります。本の冊数になおすと，

・答えは３２冊です。

① お金を使って考えてみ
ようかな。

②１０冊をひとまとめ
として考えてみよう。

③位で分けて考えてみようか
な。

●お金で考えると分か
りやすい児童がいる
ので模擬貨幣を準備
しておく。模擬貨幣
を操作する際に，下
図のような位取りの
表を敷かせるとより
分かりやすくなる。

十の位 一の位

●ノートを広く使って，
自分の考えをすっき
りとまとめさせる。
一マスに書く数字は
一つとして書かせる。



○１０冊のまとまりとばらをノートを描いて考え
る方法

・本の絵を描いて考えました。
② ・ひとまとまり１０冊のかたまりが９つありま

す。ばらが６冊あります。
・これを３人で等しく分けると一人分は，ひとま

とまり１０冊のかたまりが３つ，ばらが２枚で
合わせて３２冊になります。

・答えは３２冊です。

○９６を９０と６に位で分けて考える方法

・９６を十の位と一の位で分けて考えました。
・９６を９０と６に分けて考えます。

③ ・９０÷３＝３０，６÷３＝２，
・３０＋２＝３２になります。
・答えは３２冊です。

２ ３人の考え方で同じところを検討する。

３人の考え方で共通するところはどこですか。

模擬貨幣での考え方も本での考え方
も分けて考える考え方も，十の位と一
の位に分けて考えています。

どれも，９６を９０と６に分けています。
次に，９０÷３をしています。そして６÷
３をしています。最後に３０＋２をしてま
す。

３ 学習をまとめる。

わられる数の１の位が０でない二桁のわり算の計
算をするときは，どのように考えればよいですか。
算数の言葉を使ってまとめましょう。

わられる数の１の位が０でないわり算の
計算は，１０の位と１の位に分けて考えれ
ば答えを求めることができます。

○ 適用問題に取り組む。（教科書や単元問題ライブラリー)
ま

①６３÷３ ②８８÷４
と

め

●どの考え方も，９０
と６に分けて考えれ
ば，既習のわり算で
答えを求めることが
できることに気付か
せる。

色チョークで視覚
的に分かりやすくな
るようにしていく。

●適用問題は③の考え
方で解かせる。６３
を６０と３に位で分
けて考えていること
を個別に評価したい。


